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2018. 6月 梅雨の晴れ間 久しぶりに 東六甲を歩く【1】 

六甲高山植物園より 六甲最高峰を経て 緑に埋まる住吉谷を下る 2018.6.14.  

1. ニッコウキスゲの咲く六甲高山植物園  

2. 六甲山上の縦走路を東へ山上散策 六甲山最高峰へ 

3. 裏六甲有馬と表六甲を結ぶ最もポピュラーな六甲越の古道「住吉道」から住吉谷を下る 

  

 

尼崎と西宮の境を流れ下る武庫川土手から眺める東六甲 右端にこんもり甲山が見える 

須磨海岸から宝塚に至る全55～56 キロに約50 の山が連なる六甲連山。最高峰は六甲山（931.25m）須磨からは山並み

が重なり、六甲山頂など東六甲の山々はよく見えない。でも、子供の時から尼崎に住んでいた私にとって、朝夕眺める東六甲

の山並みはポピュラーな山並み。 

六甲山上の峰に見える鉄塔群・ユニークな姿の甲山／おたふく山・表六甲のいくつかの谷筋。通った学校の校歌にも読み

ここまれ、須磨に移ってからも、電車に乗ると車窓から山並みを探す。健康walkにいつも足をむける須磨の六甲縦走路

でも やっぱり遠く東六甲の山並みや阪神間の街の景色を探す。 本当によくなれ親しんだ山々である。   

晴れ渡った梅雨の合間 西六甲鉄拐山から東に延

びる六甲連山とその一番後ろ遠くに隠れて、山裾

だけが見える東六甲の山々を遠望する。 

「本当に長いこと東六甲の六甲最高峰・住吉谷   

山裾だけが見えているお多福山・甲山にも登っ

ていない。今どないなっているのだろか・・・・・」

と好奇の虫が騒ぐ。 

かつて よくハイキングに出かけた場所ではある

が、住宅地として大きく変貌した阪神間六甲の山

腹。色々話は聞くが・・・・と興味深々。 

この梅雨の晴れ間 電車に使えば１時間もかから

ず麓に行けるので、毎日の健康walkに東六甲へ

も足を延ばそう。 

 

もう１０数年足を踏み入れていない東六甲。 

一番行きたいのは住吉川の谷筋の古道とその上に聳える六甲山最高峰とおたふく山。そこから眺める阪神間の市街地 大阪湾
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沿岸の大パノラマ。いつも見えない尼崎周辺 甲子園はみえるだろうか?  

そして最後は遠足でよく行った奥池・甲山とすぐにコースが頭に浮かぶ。 

開発が進み、登山道も整備されているが、気になるのはアプローチの長いきつい山道が続く住吉谷。歳を考えるとアプローチ

の長い急な住吉川を登るのはちょっとしんどい。東六甲の道も随分変わっているだろう。まずは様子見と。 

６月１４日梅雨晴れの朝 ケーブルで六甲山上へ・ 

毎年この時期行く高山植物園の花を見て、山上の縦走路を東へ 山上散策 六甲最高峰を経てへ住吉谷 六甲越一軒茶屋から 

住吉谷の古道 魚屋道・住吉道を下って 東神戸の御影へ下ることに。一番のポピュラーなコース。 

梅雨の晴れ間 6月14日朝 期待を膨らませつつ、六甲ケーブルで六甲山上へ 

 

 

 



1. 初夏の高山植物やニッコウキスゲの咲く六甲高山植物園  

 

 

6月の上旬青いケシやクリンソウなどに合わせ、 

毎年六甲高山植物園に咲く高山植物を見に出かけるのですが、

今年は出遅れ。ただでさえ温暖化が進む中 ニッコウキスゲ

が今満開と聞きましたが?? 

いつも楽しみにしている駒草・エーデルワイス・オオヤマレ

ンゲなどはまだ咲いているだろうか?  

あまり期待はせずに‥‥ 

お目当てはニッコウキスゲ。 

でも駒草やオオヤマレンゲにもぜひ出会いたいと期待一杯。 

六甲高山植物園東門より入る。 

  
     左: ニッコウキスゲが咲き始めた湿地 右:初夏の高山植物が咲く岩山    2018.6.14. 六甲高山植物園で 



       六甲高山植物園 ２０１８年６月 花のアルバム 

 

 

 

東門への丘の斜面の草むらにはイブキトラノオやオオヤマブキショウマなど梅雨時を

彩る山野草が一杯。今年も六甲に咲く初夏の数々の高山植物 ニッコウキスゲのほか 

コマクサやエーデルワイスなど高山植物や梅雨時の山野草に出会えました。 

以外にも まだ水辺にクリンソウも残っていて、うれしいオウヤマレンゲにも出会え

て、満足感一杯で東門へ向かう。                                                                                       

それにしても すごい速さで過ぎゆく季節 地球環境の変化をここでも感じました。 

六甲高山植物園 東門へ向かう丘で 2018.6.14.  



2.. 六甲山上の六甲全山縦走路を東へ六甲山最高峰へ 

 

 
12:30 六甲高山植物園東門前から六甲山最高峰へ向かって

東へ山上walk。  

最高峰は六甲山上の一番東端に聳えるため、山上へ上がっても 

いつもパスしで久しぶり。でも今回は須磨からみえぬ東六甲・

大阪湾の大展望。それの期待で一杯。 山上散策も久しぶり。

紫陽花は咲き始めのようですが、いつも見上げる六甲稜線の鉄

群にも今日はパスせずゆっくりと。 

新緑に包まれた山上散策に期待がふくらむ。          

六甲の全山縦走路は山上でドライブウェイと何度か 交差しな

がら、ほぼ並行して東六甲へ伸びる。六甲高山植物園前のドラ

イブウエイの坂道をカントリーハウスを通過して、ガーデンテ

ラス前まで歩いて、六甲全山縦走路に入る。  

今日は平日なので車がすくなく、この山上道路をそのまま

六甲最高峰下の一軒茶屋前まで行けるが、ガーデンテラス

前から静かな緑に包まれた登山道に入る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

縦走路入口● 



 

ガーデンテラスの横から縦走路に入ると稜線の南側 山肌に沿って東へ進む。パッと前方に視界が開け、阪神間の海岸

部の大遠望。また前方にNTT無線中継所の電波塔がみえる。 

下からいつもみえるガーデンテラス・有馬ケーブルの鉄塔群と一緒に見えている電波塔だ。 

  



 

 

北六甲と呼ばれるNTT無線中継所周辺縦走路は大阪平野を見渡す絶好の展望所。神戸の港に続く阪神港がくっきりと。 

中継所を北へ回り込んで稜線へ。山上へ出たところが広くなっていて標識があり、山上道路を渡り、ここが、北へ有馬

へ紅葉谷を下る地図に極楽茶屋跡と記された有馬入口であるとわかった。 

また、眺めてきた谷が住吉谷‣大月地獄谷と並び堰堤が多数並ぶ急峻な谷筋。滝と堰堤が続く表六甲治水・治山の要 水

晶谷・西滝ケ谷の谷筋で、西おたふく山を間に「住吉谷」の一つ手前の谷と知れた。 

 

ここから全山縦走路は稜線の北側へ移り、また緑の林の

中を次は凌雲台・西おたふく山への別れへ。雨上がりの

晴れ間 本当に清々しく心地よい。 道は北側からまた、

南へ巻いて、また山上道路をクロスして、南側凌雲台へ

の道へ。 南に西お多福山頂上 凌雲台にある電波塔が

見えている。六甲山上稜線の南側はまさに阪神間の電波

塔の銀座である。 



 

まもなく南の凌雲台へ向かう舗装道路とクロスして

東へ向かうと六甲最高峰も近い。  

でも中々六甲最高峰は見えず、相変わらず緑の中を上

り下りを繰り返しつつ、また、北側の林の中へ。  

クロスした山上道路のわきには北区と東灘区の境の

区分標識が見える。   

 

林の中、上り下りを繰り返す中、前方の木々の間から、

最高峰の頂上にある電波塔がちらっと見える。 

この林を抜ければ、六甲最高峰である。 

 

 



 

また、山上道路とクロスして 

階段道を登れば、いよいよ六甲

最高峰の頂上だ。 

樹木の間から稜線北側の景色

を垣間見ながら、少し林の中を

登ると視界が開け、 ひょいと

最高峰の広い山頂部の南端に飛

びだす。 南側の山上道路から

登ってきた広い道とのT字路に。

ここを左へ折れて少し進めば頂

上だ。 

北に頂上脇にある最高峰の目

印 電波塔が見え、反対側には

南東に広がる大阪湾沿岸大阪平

野の大パノラマが広がっている。 

まずは頂上へ行って、早くこの

大展望を楽しみたい。 

  

高山植物園から約1時間の山上walkで、六甲山最高峰頂上に到着。遮るもののない360度の大展望が開けている。 

もう 数十年ぶり。 下から六甲山上の電波塔を探すことはあっても、ほとんど六甲最高峰の記憶はかすかに。 

こんな風になっているんだ。 また、山上バスもなく、山上の東端までは遠いと思っていましたが、山上から約１時間

でこれる距離なんだとびっくり。しかも下界の喧騒から離れ、心地よい緑に包まれた林の中をいつも見上げる稜線の鉄

塔群を巡り、そして眼下に広がる大パノラマを楽しみながらの三城散策で六甲山山頂に。 

 2018.6.14.  13:38 標高９３１m 六甲頂上到着です 



 

   

      

 



    

六甲山最高峰から眺める南東側 阪神間の街中に故郷尼崎を探す               

大阪の街のビル群・淀川を背に 〇印が阪神尼崎・玉江橋周辺 目印白いアルカイックホテル・ 

総合文化センターのビルが見える。 その左が阪神尼崎周辺? 尼崎城がみえている気がする楽しみにしていた 

 

大阪湾沿岸東部 尼崎の街や大阪のビル群がぼんやりながら遠望で

きました。また、今再建中の尼崎の城も・・・・・ 

長いことゆかなかった六甲山最高峰が こんなにきれいに整備され、 

約1時間の山上散歩で訪れられたのにもびっくり。 

また、いつも遠く遠望する六甲稜線に見える鉄塔・電波塔にしっか

り出会えたのも収穫。  

新鮮でうれしい六甲山上 緑のWalkになりました。 

帰りは 南すぐ下のドライブウェイの一軒茶屋に出て、 

久しぶりに古い六甲越えの道 住吉谷を降る。  

こちらも、もう10年以上入ったことなし。 長い下りのウオークになるが、興味深々で最高峰を後にする。 



3. 裏六甲有馬と表六甲を結ぶ最もポピュラーな六甲越の古道「住吉道」から住吉谷を下る 

 

14:00 最高峰での展望を楽しんだ満足感一杯で、山頂をあとにする。 帰りは予定通り、すぐ下の一軒茶屋におり、

そこから裏六甲有馬と表六甲を結ぶ六甲越 住吉谷を下る古道「魚屋道・住吉道」を御影へ。 

下り始めてすぐ下 六甲越 一軒茶屋。ここから北へ越えれば有馬へつながる六甲越魚屋道。南へ下れば住吉谷。 

建物の南側に一軒茶屋の碑があり、この南が住吉谷へ降りてゆく古道「住吉道(魚屋道)」の下り口である。

 

ここから七曲りの急な坂道を一機に住吉谷の谷筋に

入り、住吉川が流れ下る左岸につけられた登山道を

下る。 

表六甲の川は六甲から海まで短い距離の谷筋を一機

に流れ下る急峻な暴れ川で、幾多の災害をひきおこ

してきた。その中で長年にわたる植林と数多くの堰

堤が築かれ、今も続く長年にわたる六甲の治水・治

山の要なのが住吉谷である。 

その中心にある本庄堰堤・五助堰堤。  

植林が行われて間もない荒れた谷筋の記憶が薄っす

らあるのみですが、本庄堰堤・五助ダムの名前はし

っかりと。今どうなっているのか、地図と記憶を辿

りつつ、興味深々で七曲りの坂道を下ってゆく。 



 

 

 

七曲りの急坂を下り終えるとす

ぐ南に本庄堰堤がある住吉谷の

底。道標が谷側が流れる傍らに

道標がある登山道の分岐点。上

流側へ谷を詰めると六甲山上の

石の宝殿や谷の奥で右手へ土樋

割峠を越えると奥池・東お多福

山へゆける。また、住吉道(魚屋

道)は谷川を渡り、右へ住吉川左

岸に沿って住吉谷を下る。谷を渡る下流側には本庄堰堤がちらっと見えている。 



芦有道路奥池を登り口にすれば、アプロ-

地が短く、六甲山上や東お多福山そして住

吉川下降など容易になることから、この地

点は六甲登山の人気ポイントだと聞く。 

ここから住吉川沿い左岸を下るとまもなく、 

本庄堰堤のすぐ横に出る。 

 

  

   

 

 

 



  

本庄堰堤を過ぎて、上ったり下ったり東お多福山の山腹を

巻きながら住吉谷を下る周囲の緑のトンネルが美しい。 

かつては丸裸になって、荒れはてた住吉谷のイメージがあ

るのですが、長年にわたる治水・治山事業で、今は見事に

緑が復活している。 

まもなく、東お多福山襞の奥に登って、本庄第三堰堤を高

巻きして回り込んだところで、雨ヶ峠からお多福山・芦屋

川への分岐の道標。 

かつての魚屋道はここから雨ヶ峠を越えて、風吹岩の尾根

筋を下って、東灘の海岸 深江へくだる。 

一方、住吉道はそのまま谷筋を下ってゆく。 

 

大雨の時に一機に急流を流れ下る水流・土石流を食い止めるため、上流から下流へ何段にもわたって堰堤が築かれた住

吉川流域。大災害と治水・治山の闘いが今も続いている。 



 

雨ケ峠分岐を過ぎて また住吉道は谷筋へ下って 住吉谷左岸を五助ダムへと下ってゆく。ここでも住吉谷に築かれた

堰堤がみえる 

 

 

 

 



 

谷から山襞に沿って林の中の高巻道になるが、崩落で

行く手をはばまれ、さらに山腹を巻いてゆく。 

住吉谷ではこんな谷筋の崩落による道の整備が今も続

いている。 

高巻きの林の中を通りふけ、谷筋に出るととぱっと明

るくなって 周囲が見通せ、谷の下へ降りてゆく。 

地図によればまもなく打越山への分岐である。 

振り返ると住吉谷の奥に六甲最高峰の頂上に目印の電

波塔が遠く見え、随分下ったことがよくわかる。 

突然 住吉谷の治水・治山の案内板が道脇に立っ

ているところから、急に道が石畳になり、びっくり。 

むかしの古道の石畳道の名残か?。  

この石畳道を少し下った傍らに打越山への分岐の道標

があり、打越山への分岐地点と知れる。 

 



 

また、先ほどの住吉谷の治水・治山の案内板には六甲山地のくずれやすく脆い地質 そして そこを急流となって流れ

下る川の治水堰の工夫について記載されていました。 

 



大雨のたびに土石流が暴れ下った表六甲の谷 いくつもの堰が作られ、知さん治水の工夫が積み重ねられ、今は緑に包

まれた静かな谷になっている。 子供の頃 表六甲の谷筋は 知らぬ谷筋や道に入るなとよく言われましたが、こんな

に緑につつまれた谷になっているとは本当にびっくり。  

でも 油断禁物。いつまた 牙をむくかもしれぬ暴れ川 今も治水・治山の戦いが続いている。 

 

石畳道を楽しみながら、ゆっくり木々に包まれた坂を下

ると林の向こうに突然小さな池の岸に出て、向こうは明

かるい広い原に小川が流れ、木道が渡っているのがみえ、

五助ダムに到着。 

でも 広場に出ても高いダムは見えず、あちこちに樹木

が茂る原。 まだもっと下らぬと五助ダムでないのだろ

うか?と はっと気が付く。  

ダム湖の中が土砂で埋まって、湿地になっているのだと

やっと気が付く。  

下流へこの湿地につけられた木道を少し歩くとダム堰堤

の横に出た。 確かに歩いてきた原はダム湖の中だ。 

 

 



 

 

 

五助ダム 名前だけしか記憶はない。

柵がされ、堰堤には降りられないが、

堰堤のすぐそばまで草原。でも堰堤

の幅いっぱい水が落ちている。 

なにか 住吉谷治水・治山の格闘の

すごさが頭に浮かんだ。 



 

 

帰宅してgoogle earth で 五助ダム周辺をながめて、状況がよく分かった。また、堰堤の横をくだったところにダム

サイトの広場が整備されていて、正面からしぶきをあげて流れ落ちる五助堰堤がよく見えた。 



また、このダムサイトの広場は 住吉

道とならぶ六甲越の古道「石切り道」

や打越山への分岐など数々のバリュエ

ーションルートで東六甲へ登る登り口。 

 こんなに良く整備されているのも知

りませんでした。  

 

このちょっとおおげさ、ですが、逝っ

てしまった古い友人から五助ダム周辺

の話を何度も聞きましたが、やっと五

助ダムとの再会をはたせた。 六甲学

生時代からフィールドにし、土木の技

術屋で山仲間でもあった友を思い出し

て ちょっと感傷的にもなって、しば

らく五助ダムの水音を聞いていました。 

 

是非 歩いてみたかった住吉谷。  

本庄堰堤・五助ダム そして道標に記された峠・山・地名は覚えているのです

が、頭にあるイメージとは大きく乖離。緑に包まれて心地よい谷歩き。また、

話でしか知らぬ阪神大水害を起こした住吉谷とそれを契機に一機に進んだ表六

甲の治山・治水の歴史と六甲越の歴史の道。 いろんな思いも一緒に須磨では

味わえぬ谷道に満足感いっぱい。 

まだ、この五助ダム周辺は六甲の山腹なのですが、すぐ下からは高台に広がる

住吉地区の住宅地。ぶらぶら街を眺めながら、住吉台から住吉川沿い白鶴美術

館前の坂道を下って阪急御影駅まで  まだ長い街歩きが残っている。 

 



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 【 参 考 】 

1. 六甲の川物語「住吉川物語」国土交通省 六甲砂防事務所  

      https://www.kkr.mlit.go.jp/rokko/rokko/study/sumiyoshi/sum-b.pdf 

 

   2. 神戸新聞コラム「正平調」 2018.7.3.より 住吉谷・阪神大水害の記憶 

 

 【追伸】 

７月５日-７日 兵庫県は記録的な大雨に見舞われ、大きな被害が出ています。 

住吉川流域でこんなに治水・治山工事が進められていても、まだ 収め切れていない。  

被災された皆様にお見舞い申し上げます。 

特に近年の地球環境変化による異常気象のすごさはほとんど経験則が通用しない。  

遊歩道があり、美しい住吉川が、いったん荒れ狂うとものすごいことに。 

平時では想像もつかない姿。どうかそのすごさに驚愕するとともに、 

そんな局面に直面した時の身を守る術を  

それぞれ事前に 十分ご検討ください。 

2018.７．７. Mutsu Nakanishi 

 

 

 

住吉川周辺がこんな姿に 2018.7.5. 

https://www.kkr.mlit.go.jp/rokko/rokko/study/sumiyoshi/sum-b.pdf

